









< 10 ] 
氏 名 鈴すず 木 重 幸
博士の専攻分野の名称 博 士 (文 学)
学位記番号 第 13326 号
学位授与年月日 平成 9 年 6 月 16 日













第 1 章「文法とはなにかj は，本論文の考える文法を概観し論じたものである。文法を〈単語を基本的な材料とし







第 2 章「言語の基本的な単位としての単語をめぐって一日本語研究の立場から-J は，日本語の研究，特に文法研
究にとって，単語という単位を正確に捉えることの重要性を，諸言語の研究者に訴えた内容になっており，本論文の
各章を貫いている，論者の基本的立場が表明されている。
第 3 章「品詞をめぐってj では次のことを論じている。品詞とは，言語の最も基本的な単位である単語の種類分け





第 4 章「形態論的なカテゴリーについてJ では，形態論の建設にとって欠かすことのできない概念である，形態、論





第 1 章「現代日本語の動詞のテンスー終止的な述語につかわれた完成相の叙述法断定のばあい-j は，論者のかつ








奥田靖雄1993 ・ 1994 I動詞の終止形(1)(2)(3)J，工藤真由美1995 rアスペクト・テンス体系とテクストー現代日本語の時
間の表現-j へと受け継がれて行っている。





第 3 章「動詞ゆ形態論的な形の内部構造についてj は，動調の形態論的な形の形態素的な構造を論じたものである。
『日本語文法・形態論』における記述を一部修正し，単語っくりの要素(語基 base，いわゆる連用形)を認め，懸案で
あった yomimasu を〈語基+mas(u) )と分析した。また，自らの立場に立って，宮田幸一，清瀬義三郎則府，城田俊
の説を批判した。
第 3 部学校文法批判
ここでは，かつての『文法と文法指導j (1972) に収めた論者の学校文法批判の 3 つの論文につづ、いて書かれた，学
校文法批判に関する論文を収めている。第 1 ， 2 章は研究史といった色彩を取るものである。








第 2 章「明治以後の四段活用論j では，大槻文彦，山田孝雄，松下大三郎，橋本進吉，時枝誠記らの文法論の中で，
単語や動詞の活用がどのように位置づけられてきたかを，たどったものである。大槻の単語(動詞)の認定は，山田，
松下によって批判されたが，四段活用論の枠は受け継がれた。現行の四段活用論を合理的なものとして説明するため
には， (1) 6 つの活用形がそれだけで独自の体系をなすこと， (2)四段活用論が動詞論の中心をなすことを説明しなけれ
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特に，第 2 部第 1 章「現代日本語の動詞のテンス」は，まさに圧巻である。単語を言語の基本的な単位と位置づけ，
対立することによって体系を成す形態論的な形によって形成される形態論的カテゴリーを取り出すことの重要さを指
摘する本論文の分析力の豊かさが遺憾なく発揮されている。豊富なデータをもとに，丹念にかっきめ細かく例文を観
察し，極めて行き届いた分析・記述を行い，終止の位置に現れる日本語動詞の肯定完成相叙述法断定のスル形とシタ
形のテンス的意味の多様な現れを，動詞のカテゴリカルな語嚢的意味やアスペクト・ムード的意味との相互連関にも
十分注意を払いながら，描き切ったものである。この「現代日本語の動詞のテンス」以前に，これほど豊かに動詞の
テンス形式のテンス的意味の多様な現れを正確にきめ細かくかっ体系的に描き出した論考を知らない。また，本論考
がそれ以後の動詞のテンスに対する研究に与えた影響は，たいへん大きい。それだけでなく，末だ，この論考を総体
として越える動詞のテンス研究を知らない。また，本論考は，単に動調のテンス的意味に対する優れた分析・記述で
あるというに止まらず，文法的意味の取り出しの一つの極めて優れた実践例を提示している。多様なテンス的意味の
実現の要件へのきめ細かい観察などは，そのことを物語っている。
さらに，品詞の構文論的な機能に対して，主要，副次的なものを認め，機能の欠落を押さえることで，品詞の下位
的タイプ，欠如型の特殊なタイプ，中間的存在，品詞聞の移行などが，きめ細かく取り出され記述されている。
もっとも，本論文にも，問題点がまったくないわけではない。述語部分がすべて文法カテゴリーに体系化できるの
かといった問題，たとえば「殴られてやってもらっておくれJ のようなものに対して，どのような対立項を想定する
のか，無標の形式に対して，どの程度の文法的意味を設定するのか，といった難しい問題か残る。しかし，このよう
な点は，論者一人の問題ではない。謬着性の強い日本語の分析そのものが抱えている困難点であり，本論全体の価値
を損なうものではない。本論文が，単語を文法分析・文法記述に真に有効な形で捉え直し，文法カテゴリーを的確に
抽出し，日本語文法研究の前進に果たした役割は，極めて大きい。本審査委員会は，本論文を博士(文学)の学位に
十分ふさわしい価値を有するものと認定する。
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